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2022.3.28-4.3 
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族のでいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　24:1 週の初めの日の明け方早く、女たちは、
準備しておいた香料を持って墓に着いた。
24:2 見ると、石が墓からわきにころがして
あった。
24:3 はいって見ると、主イエスのからだはな
かった。
24:4 そのため女たちが途方にくれていると、
見よ、まばゆいばかりの衣を着たふたりの人
が、女たちの近くに来た。
24:5 恐ろしくなって、地面に顔を伏せている
と、その人たちはこう言った。「あなたがた
は、なぜ生きている方を死人の中で捜すので
すか。
24:6 ここにはおられません。よみがえられた
のです。まだガリラヤにおられたころ、お話
しになったことを思い出しなさい。
24:7 人の子は必ず罪人らの手に引き渡され、
十字架につけられ、三日目によみがえらなけ
ればならない、と言われたでしょう。」
24:8 女たちはイエスのみことばを思い出した。
24:9 そして、墓から戻って、十一弟子とその
ほかの人たち全部に、一部始終を報告した。
24:10 この女たちは、マグダラのマリヤとヨ
ハンナとヤコブの母マリヤとであった。彼女
たちといっしょにいたほかの女たちも、この
ことを使徒たちに話した。
24:11 ところが使徒たちにはこの話はたわご
とと思われたので、彼らは女たちを信用しな
かった。
24:12 〔しかしペテロは、立ち上がると走っ
て墓へ行き、かがんでのぞき込んだところ、
亜麻布だけがあった。それで、この出来事に
驚いて家に帰った。〕 　

　　
　弟子たちでさえ復活を信じることができません　弟子たちでさえ復活を信じることができません
でした。人は死の前には希望を持つこともできなでした。人は死の前には希望を持つこともできな
いほど無力なのです。しかし主イエスは人類の初いほど無力なのです。しかし主イエスは人類の初
穂としてよみがえりました。穂としてよみがえりました。
　復活は事実であるから力があります。弟子たち　復活は事実であるから力があります。弟子たち
の内面の希望という程度であるなら、誰もその希の内面の希望という程度であるなら、誰もその希
望を持つことがきないからです。信じることがで望を持つことがきないからです。信じることがで
きなくても、事実を見ることはできます。それはきなくても、事実を見ることはできます。それは
歴史的に記録が残されている事実です。それが復歴史的に記録が残されている事実です。それが復
活の信仰なのです。活の信仰なのです。
　そしてその事実の上に、私たちの希望は成り　そしてその事実の上に、私たちの希望は成り
立っています。私たちの身代わりに死んでよみが立っています。私たちの身代わりに死んでよみが
えったということは、私たちが同じようになるとえったということは、私たちが同じようになると
いうことだからです。いうことだからです。
　永遠のいのちの希望を持ち続けましょぅ。それ　永遠のいのちの希望を持ち続けましょぅ。それ
が人に伝わるような生き方をしましょう。が人に伝わるような生き方をしましょう。
　　
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２８日　月曜

　ルカ



　24:13 ちょうどこの日、ふたりの弟子が、
エルサレムから十一キロメートル余り離れた
エマオという村に行く途中であった。
24:14 そして、ふたりでこのいっさいの出来
事について話し合っていた。
24:15 話し合ったり、論じ合ったりしている
うちに、イエスご自身が近づいて、彼らとと
もに道を歩いておられた。
24:16 しかしふたりの目はさえぎられていて、
イエスだとはわからなかった。
24:17 イエスは彼らに言われた。「歩きなが
らふたりで話し合っているその話は、何のこ
とですか。」すると、ふたりは暗い顔つきに
なって、立ち止まった。
24:18 クレオパというほうが答えて言った。
「エルサレムにいながら、近ごろそこで起
こった事を、あなただけが知らなかったので
すか。」
24:19 イエスが、「どんな事ですか。」と聞
かれると、ふたりは答えた。「ナザレ人イエ
スのことです。この方は、神とすべての民の
前で、行ないにもことばにも力のある預言者
でした。
24:20 それなのに、私たちの祭司長や指導者
たちは、この方を引き渡して、死刑に定め、
十字架につけたのです。
24:21 しかし私たちは、この方こそイスラエ
ルを贖ってくださるはずだ、と望みをかけて
いました。事実、そればかりでなく、その事
があってから三日目になりますが、
24:22 また仲間の女たちが私たちを驚かせま
した。その女たちは朝早く墓に行ってみまし
たが、

24:23 イエスのからだが見当たらないので、
戻って来ました。そして御使いたちの幻を
見たが、御使いたちがイエスは生きておら
れると告げた、と言うのです。
24:24 それで、仲間の何人かが墓に行ってみ
たのですが、はたして女たちの言ったとお
りで、イエスさまは見当たらなかった、と
いうのです。」
24:25 するとイエスは言われた。「ああ、愚
かな人たち。預言者たちの言ったすべてを
信じない、心の鈍い人たち。
24:26 キリストは、必ず、そのような苦しみ
を受けて、それから、彼の栄光にはいるは
ずではなかったのですか。」
24:27 それから、イエスは、モーセおよびす
べての預言者から始めて、聖書全体の中で、
ご自分について書いてある事がらを彼らに
説き明かされた。
　　
　イエス様がおられたのに彼らはそれに気づきま　イエス様がおられたのに彼らはそれに気づきま
せんでした。イエス様の出来事を聖書を通して見せんでした。イエス様の出来事を聖書を通して見
ていなかったからです。私たち自身にも様々な出ていなかったからです。私たち自身にも様々な出
来事がありますが、それらを聖書によって見なけ来事がありますが、それらを聖書によって見なけ
れば、本質を見誤ってしまいますから、注意しまれば、本質を見誤ってしまいますから、注意しま
しょう。デボーションの中で、すなわち祈りと御しょう。デボーションの中で、すなわち祈りと御
言葉によって、主から教えていただくことです。言葉によって、主から教えていただくことです。
　特に大切なのはイエス様との関係です。「 イ　特に大切なのはイエス様との関係です。「 イ
エスは、モーセおよびすべての預言者から始めてエスは、モーセおよびすべての預言者から始めて、、
聖書全体の中で、ご自分について書いてある事が聖書全体の中で、ご自分について書いてある事が
らを彼らに説き明かされた。」とあるように、聖らを彼らに説き明かされた。」とあるように、聖
書はイエス様のことが書かれているのです。書はイエス様のことが書かれているのです。
　イエス様との生きた交わりを喜びつつ、聖書か　イエス様との生きた交わりを喜びつつ、聖書か
ら、自分自身の出来事について、御心を教えていら、自分自身の出来事について、御心を教えてい
ただきましょう。ただきましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２９日　火曜

 ルカ



　24:28 彼らは目的の村に近づいたが、イエ
スはまだ先へ行きそうなご様子であった。
24:29 それで、彼らが、「いっしょにお泊ま
りください。そろそろ夕刻になりますし、日
もおおかた傾きましたから。」と言って無理
に願ったので、イエスは彼らといっしょに泊
まるために中にはいられた。
24:30 彼らとともに食卓に着かれると、イエ
スはパンを取って祝福し、裂いて彼らに渡さ
れた。
24:31 それで、彼らの目が開かれ、イエスだ
とわかった。するとイエスは、彼らには見え
なくなった。
24:32 そこでふたりは話し合った。「道々お
話しになっている間も、聖書を説明してくだ
さった間も、私たちの心はうちに燃えていた
ではないか。」
24:33 すぐさまふたりは立って、エルサレム
に戻ってみると、十一使徒とその仲間が集
まって、
24:34 「ほんとうに主はよみがえって、シモ
ンにお姿を現わされた。」と言っていた。
24:35 彼らも、道であったいろいろなことや、
パンを裂かれたときにイエスだとわかった次
第を話した。
24:36 これらのことを話している間に、イエ
スご自身が彼らの真中に立たれた。
24:37 彼らは驚き恐れて、霊を見ているのだ
と思った。
24:38 すると、イエスは言われた。「なぜ取
り乱しているのですか。どうして心に疑いを
起こすのですか。
24:39 わたしの手やわたしの足を見なさい。

まさしくわたしです。わたしにさわって、
よく見なさい。霊ならこんな肉や骨はあり
ません。わたしは持っています。」
24:40 ［本節欠如］
24:41 それでも、彼らは、うれしさのあまり
まだ信じられず、不思議がっているので、
イエスは、「ここに何か食べ物があります
か。」と言われた。
24:42 それで、焼いた魚を一切れ差し上げる
と、
24:43 イエスは、彼らの前で、それを取って
召し上がった。

　なぜ彼らがイエス様を見ながら分らなかったの　なぜ彼らがイエス様を見ながら分らなかったの
かは不明です。しかしパンを取って祝福する行為かは不明です。しかしパンを取って祝福する行為
はイエス様の様子を思い出させたと思われますかはイエス様の様子を思い出させたと思われますか
ら、最後の晩餐のような霊的な行為に聖霊様が働ら、最後の晩餐のような霊的な行為に聖霊様が働
かれたのでしょう。人に善き気づきを与えるのはかれたのでしょう。人に善き気づきを与えるのは
聖霊ですが、聖霊に働いていただけるような行為聖霊ですが、聖霊に働いていただけるような行為
をするのは人間です。をするのは人間です。
　どんなことも聖霊によらなければ力も恵もあり　どんなことも聖霊によらなければ力も恵もあり
ませんから、聖霊を求めるためにできるだけのこませんから、聖霊を求めるためにできるだけのこ
とをしましょう。とをしましょう。
　イエス様がよみがえったことは、弟子たちでさ　イエス様がよみがえったことは、弟子たちでさ
え信じられなかったほどの驚きでした。ですからえ信じられなかったほどの驚きでした。ですから
彼らの信仰は心の内に始まった主観や想像による彼らの信仰は心の内に始まった主観や想像による
のではなく、事実によっているのです。祈りに答のではなく、事実によっているのです。祈りに答
えてくださった事実や、聖徒の証しの事実を受けえてくださった事実や、聖徒の証しの事実を受け
取りましょう。取りましょう。
　何よりも自分を救いによって変えてくださった　何よりも自分を救いによって変えてくださった
事実を感謝して受け止めましょう。そして復活の事実を感謝して受け止めましょう。そして復活の
信仰を堅く持ち、死に勝利した主の力によって、信仰を堅く持ち、死に勝利した主の力によって、
どんな時にも希望を持ち続けましょう。どんな時にも希望を持ち続けましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　３０日　水曜

　ルカ



　24:44 さて、そこでイエスは言われた。
「わたしがまだあなたがたといっしょにいた
ころ、あなたがたに話したことばはこうです。
わたしについてモーセの律法と預言者と詩篇
とに書いてあることは、必ず全部成就すると
いうことでした。」
24:45 そこで、イエスは、聖書を悟らせるた
めに彼らの心を開いて、
24:46 こう言われた。「次のように書いてあ
ります。キリストは苦しみを受け、三日目に
死人の中からよみがえり、
24:47 その名によって、罪の赦しを得させる
悔い改めが、エルサレムから始まってあらゆ
る国の人々に宣べ伝えられる。
24:48 あなたがたは、これらのことの証人で
す。
24:49 さあ、わたしは、わたしの父の約束し
てくださったものをあなたがたに送ります。
あなたがたは、いと高き所から力を着せられ
るまでは、都にとどまっていなさい。」
24:50 それから、イエスは、彼らをベタニヤ
まで連れて行き、手を上げて祝福された。
24:51 そして祝福しながら、彼らから離れて
行かれた。
24:52 彼らは、非常な喜びを抱いてエルサレ
ムに帰り、
24:53 いつも宮にいて神をほめたたえていた。
　　
　イエス様の復活は歴史的資料から見ても、事実と　イエス様の復活は歴史的資料から見ても、事実と
して扱われます。また弟子たちの心理から見ても、して扱われます。また弟子たちの心理から見ても、
ローマ帝国の対応から見ても否定できないものですローマ帝国の対応から見ても否定できないものです。。
そしてそれは単に死人が生き返ったという以上の意そしてそれは単に死人が生き返ったという以上の意
味があるのです。味があるのです。
　それは「モーセの律法と預言と詩篇」が成就した　それは「モーセの律法と預言と詩篇」が成就した

ということです。また「 罪の赦しを得させる悔ということです。また「 罪の赦しを得させる悔
い改めが、エルサレムから始まってあらゆる国のい改めが、エルサレムから始まってあらゆる国の
人々に宣べ伝えられる」ために不可欠なことだっ人々に宣べ伝えられる」ために不可欠なことだっ
たのです。私たちの信仰の希望がイエス様の復活たのです。私たちの信仰の希望がイエス様の復活
にあることを、もう一度心に深く留めましょう。にあることを、もう一度心に深く留めましょう。
　弟子たちにとっても死に対する勝利は非常な喜　弟子たちにとっても死に対する勝利は非常な喜
びでした。しかし復活は単に喜びだけではなく、びでした。しかし復活は単に喜びだけではなく、
「証人」となるべく与えられた希望でもあるので「証人」となるべく与えられた希望でもあるので
す。私たちも復活の証人でありましょう。死に打す。私たちも復活の証人でありましょう。死に打
ち勝った信仰のすばらしさを伝えましょう。サタち勝った信仰のすばらしさを伝えましょう。サタ
ンに打ち勝った主の恵よって、自分にも与えられンに打ち勝った主の恵よって、自分にも与えられ
た勝利を誰かに伝えましょう。た勝利を誰かに伝えましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　３１日　木曜

　ルカ



　1:1 ペルシヤの王クロスの第一年に、エレ
ミヤにより告げられた主のことばを実現する
ために、主はペルシヤの王クロスの霊を奮い
立たせたので、王は王国中におふれを出し、
文書にして言った。
1:2 「ペルシヤの王クロスは言う。『天の神、
主は、地のすべての王国を私に賜わった。こ
の方はユダにあるエルサレムに、ご自分のた
めに宮を建てることを私にゆだねられた。
1:3 あなたがた、すべて主の民に属する者は
だれでも、その神がその者とともにおられる
ように。その者はユダにあるエルサレムに上
り、イスラエルの神、主の宮を建てるように
せよ。この方はエルサレムにおられる神であ
る。
1:4 残る者はみな、その者を援助するように
せよ。どこに寄留しているにしても、その所
から、その土地の人々が、エルサレムにある
神の宮のために進んでささげるささげ物のほ
か、銀、金、財貨、家畜をもって援助せ
よ。』」
　1:5 そこで、ユダとベニヤミンの一族のか
しらたち、祭司たち、レビ人たち、すなわち、
神にその霊を奮い立たされた者はみな、エル
サレムにある主の宮を建てるために上って行
こうと立ち上がった。
1:6 彼らの回りの人々はみな、銀の器具、金、
財貨、家畜、えりすぐりの品々、そのほか進
んでささげるあらゆるささげ物をもって彼ら
を力づけた。
1:7 クロス王は、ネブカデネザルがエルサレ
ムから持って来て、自分の神々の宮に置いて
いた主の宮の用具を運び出した。

1:8 すなわち、ペルシヤの王クロスは宝庫係
ミテレダテに命じてこれを取り出し、その
数を調べさせ、それをユダの君主シェシュ
バツァルに渡した。
1:9 その数は次のとおりであった。金の皿三
十、銀の皿一千、香炉二十九、
1:10 金の鉢三十、二級品の銀の鉢四百十、
その他の用具一千。
1:11 金、銀の用具は全部で五千四百あった。
捕囚の民がバビロンからエルサレムに連れ
て来られたとき、シェシュバツァルはこれ
らの物をみないっしょに携えて上った。
　　
　イスラエルは神様の警告を無視して従わず、預　イスラエルは神様の警告を無視して従わず、預
言の通りアッシリヤとバビロニアに滅ぼされ、捕言の通りアッシリヤとバビロニアに滅ぼされ、捕
囚として連れ去られました。しかし神様はイスラ囚として連れ去られました。しかし神様はイスラ
エルを完全に捨てたまわず、エレミヤに預言を託エルを完全に捨てたまわず、エレミヤに預言を託
し「（し「（29:10 29:10 ）…バビロンに七十年の満ちるころ）…バビロンに七十年の満ちるころ、、
わたしはあなたがたを顧み、あなたがたにわたしわたしはあなたがたを顧み、あなたがたにわたし
の幸いな約束を果たして、あなたがたをこの所にの幸いな約束を果たして、あなたがたをこの所に
帰らせる。」と約束なさいました。帰らせる。」と約束なさいました。
　当初はバビロニアのネブカデネザル王の権力が　当初はバビロニアのネブカデネザル王の権力が
あまりに大きく、それは不可能と思えましたが、あまりに大きく、それは不可能と思えましたが、
その後クロス王がバビロニアを倒して支配者となその後クロス王がバビロニアを倒して支配者とな
るという、考えてもいなかったことが起こったのるという、考えてもいなかったことが起こったの
です。そしてこの王は支配した民族に対して寛容です。そしてこの王は支配した民族に対して寛容
な政治をし、さらにイスラエルに対しては神殿のな政治をし、さらにイスラエルに対しては神殿の
再建まで指示したのです。再建まで指示したのです。
　主のみこころは不可能と思えることまでも、可　主のみこころは不可能と思えることまでも、可
能にして成就します。さらには敵であった支配者能にして成就します。さらには敵であった支配者
までも変えて、ことを行わせてくださるのです。までも変えて、ことを行わせてくださるのです。
すべては主の御手の中にあります。すべては主の御手の中にあります。
　さらにクロス王は、かつてバビロニア王・ネブ　さらにクロス王は、かつてバビロニア王・ネブ
カデネザルによって奪われたものまで、イスラエカデネザルによって奪われたものまで、イスラエ
ルに返して、神殿再建に充てるようにしてくれまルに返して、神殿再建に充てるようにしてくれま
した。主が働かれてその時が来るなら、あらゆるした。主が働かれてその時が来るなら、あらゆる
ことが好転して用いられるようになるのです。ことが好転して用いられるようになるのです。

　もしも不信仰ゆえに苦難のときを過ごした　もしも不信仰ゆえに苦難のときを過ごした
としても、主のあわれみを信じて従い、約束としても、主のあわれみを信じて従い、約束
をいただき、主の回復に希望を持ちましょうをいただき、主の回復に希望を持ちましょう。。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１日　金曜

　エズラ



　　2:1 2:1 バビロンの王ネブカデネザルがバビロンに引バビロンの王ネブカデネザルがバビロンに引
いて行った捕囚の民で、その捕囚の身から解かれていて行った捕囚の民で、その捕囚の身から解かれて
上り、エルサレムとユダに戻り、めいめい自分の町上り、エルサレムとユダに戻り、めいめい自分の町
に戻ったこの州の人々は次のとおりである。に戻ったこの州の人々は次のとおりである。
2:2 2:2 ゼルバベルといっしょに帰って来た者は、ヨゼルバベルといっしょに帰って来た者は、ヨ
シュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデカイシュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデカイ、、
ビルシャン、ミスパル、ビグワイ、レフム、バアナビルシャン、ミスパル、ビグワイ、レフム、バアナ。。
イスラエルの民の人数は次のとおりである。イスラエルの民の人数は次のとおりである。2:3 2:3 パパ
ルオシュ族、二千百七十二名。ルオシュ族、二千百七十二名。2:4 2:4 シェファテヤ族シェファテヤ族、、
三百七十二名。三百七十二名。2:5 2:5 アラフ族、七百七十五名。アラフ族、七百七十五名。2:6 2:6 
ヨシュアとヨアブの二族からなるパハテ・モアブ族ヨシュアとヨアブの二族からなるパハテ・モアブ族、、
二千八百十二名。二千八百十二名。2:7 2:7 エラム族、一千二百五十四名エラム族、一千二百五十四名。。
2:8 2:8 ザト族、九百四十五名。ザト族、九百四十五名。
2:9 2:9 ザカイ族、七百六十名。ザカイ族、七百六十名。2:10 2:10 バニ族、六百四十バニ族、六百四十
二名。二名。2:11 2:11 ベバイ族、六百二十三名。ベバイ族、六百二十三名。2:12 2:12 アズガデアズガデ
族、一千二百二十二名。族、一千二百二十二名。
2:13 2:13 アドニカム族、六百六十六名。アドニカム族、六百六十六名。2:14 2:14 ビグワイ族ビグワイ族、、
二千五十六名。二千五十六名。2:15 2:15 アディン族、四百五十四名アディン族、四百五十四名。。
2:16 2:16 ヒゼキヤ族、すなわちアテル族、九十八名ヒゼキヤ族、すなわちアテル族、九十八名。。
2:17 2:17 ベツァイ族、三百二十三名。ベツァイ族、三百二十三名。2:18 2:18 ヨラ族、百十ヨラ族、百十
二名。二名。2:19 2:19 ハシュム族、二百二十三名。ハシュム族、二百二十三名。2:20 2:20 ギバルギバル
族、九十五名。族、九十五名。2:21 2:21 ベツレヘムの人、百二十三名ベツレヘムの人、百二十三名。。
2:22 2:22 ネトファの人々、五十六名。ネトファの人々、五十六名。2:23 2:23 アナトテのアナトテの
人々、百二十八名。人々、百二十八名。2:24 2:24 アズマベテの人、四十二アズマベテの人、四十二
名。名。2:25 2:25 キルヤテ・アリムと、ケフィラと、ベエキルヤテ・アリムと、ケフィラと、ベエ
ロテの人、七百四十三名。ロテの人、七百四十三名。2:26 2:26 ラマとゲバの人、ラマとゲバの人、
六百二十一名。六百二十一名。
2:27 2:27 ミクマスの人々、百二十二名。ミクマスの人々、百二十二名。2:28 2:28 ベテルとベテルと
アイの人々、二百二十三名。アイの人々、二百二十三名。2:29 2:29 ネボの人、五十ネボの人、五十
二名。二名。2:30 2:30 マグビシュ族、百五十六名。マグビシュ族、百五十六名。2:31 2:31 別のエ別のエ
ラム族、一千二百五十四名。ラム族、一千二百五十四名。2:32 2:32 ハリム族、三百ハリム族、三百
二十名。二十名。2:33 2:33 ロデと、ハディデと、オノの人、七ロデと、ハディデと、オノの人、七
百二十五名。百二十五名。2:34 2:34 エリコの人、三百四十五名。エリコの人、三百四十五名。2:352:35
セナアの人、三千六百三十名。セナアの人、三千六百三十名。2:36 2:36 祭司は、ヨ祭司は、ヨ
シュアの家系のエダヤ族、九百七十三名。シュアの家系のエダヤ族、九百七十三名。2:37 2:37 イイ
メル族、一千五十二名。メル族、一千五十二名。
2:38 2:38 パシュフル族、一千二百四十七名。パシュフル族、一千二百四十七名。2:39 2:39 ハリハリ
ム族、一千十七名。ム族、一千十七名。2:40 2:40 レビ人は、ホダブヤ族のレビ人は、ホダブヤ族の
ヨシュアとカデミエルの二族、七十四名。ヨシュアとカデミエルの二族、七十四名。2:41 2:41 歌う歌う
たいは、アサフ族、百二十八名。たいは、アサフ族、百二十八名。2:42 2:42 門衛の人々門衛の人々

は、シャルム族、アテル族、タルモン族、アクブは、シャルム族、アテル族、タルモン族、アクブ
族、ハティタ族、ショバイ族、合計百三十九名。族、ハティタ族、ショバイ族、合計百三十九名。
2:43 2:43 宮に仕えるしもべたちは、ツィハ族、ハス宮に仕えるしもべたちは、ツィハ族、ハス
ファ族、タバオテ族、ファ族、タバオテ族、2:44 2:44 ケロス族、シアハ族、ケロス族、シアハ族、
パドン族、パドン族、2:45 2:45 レバナ族、ハガバ族、アクブ族レバナ族、ハガバ族、アクブ族、、
2:46 2:46 ハガブ族、サルマイ族、ハナン族、ハガブ族、サルマイ族、ハナン族、2:47 2:47 ギデギデ
ル族、ガハル族、レアヤ族、ル族、ガハル族、レアヤ族、2:48 2:48 レツィン族、ネレツィン族、ネ
コダ族、ガザム族、コダ族、ガザム族、2:49 2:49 ウザ族、パセアハ族、ベウザ族、パセアハ族、ベ
サイ族、サイ族、2:50 2:50 アスナ族、メウニム族、ネフシム族アスナ族、メウニム族、ネフシム族、、
2:51 2:51 バクブク族、ハクファ族、ハルフル族、バクブク族、ハクファ族、ハルフル族、2:52 2:52 
バツルテ族、メヒダ族、ハルシャ族、バツルテ族、メヒダ族、ハルシャ族、2:53 2:53 バルコバルコ
ス族、シセラ族、テマフ族、ス族、シセラ族、テマフ族、2:54 2:54 ネツィアハ族、ネツィアハ族、
ハティファ族。ハティファ族。
2:55 2:55 ソロモンのしもべたちの子孫は、ソタイ族、ソロモンのしもべたちの子孫は、ソタイ族、
ソフェレテ族、ペルダ族、ソフェレテ族、ペルダ族、2:56 2:56 ヤラ族、ダルコンヤラ族、ダルコン
族、ギデル族、族、ギデル族、2:57 2:57 シェファテヤ族、ハティル族シェファテヤ族、ハティル族、、
ポケレテ・ハツェバイム族、アミ族。ポケレテ・ハツェバイム族、アミ族。2:58 2:58 宮に仕宮に仕
えるしもべたちと、ソロモンのしもべたちの子孫えるしもべたちと、ソロモンのしもべたちの子孫
は、合計三百九十二名。は、合計三百九十二名。2:59 2:59 次の人々は、テル・次の人々は、テル・
メラフ、テル・ハルシャ、ケルブ、アダン、イメメラフ、テル・ハルシャ、ケルブ、アダン、イメ
ルから引き揚げて来たが、自分たちの先祖の家系ルから引き揚げて来たが、自分たちの先祖の家系
と血統がイスラエル人であったかどうかを、証明と血統がイスラエル人であったかどうかを、証明
することができなかった。することができなかった。2:60 2:60 すなわち、デラヤすなわち、デラヤ
族、トビヤ族、ネコダ族、六百五十二名。族、トビヤ族、ネコダ族、六百五十二名。2:61 2:61 祭祭
司の子孫のうちでは、ホバヤ族、コツ族、バルジ司の子孫のうちでは、ホバヤ族、コツ族、バルジ
ライ族。・・このバルジライは、ギルアデ人バルライ族。・・このバルジライは、ギルアデ人バル
ジライの娘のひとりを妻にめとったので、その名ジライの娘のひとりを妻にめとったので、その名
をもって呼ばれていた。・・をもって呼ばれていた。・・2:62 2:62 これらの人々はこれらの人々は、、
自分たちの系図書きを捜してみたが、見つからな自分たちの系図書きを捜してみたが、見つからな
かったので、彼らは祭司職を果たす資格がない者かったので、彼らは祭司職を果たす資格がない者
とされた。とされた。2:63 2:63 それで、総督は、ウリムとトンミそれで、総督は、ウリムとトンミ
ムを使える祭司が起こるまでは最も聖なるものをムを使える祭司が起こるまでは最も聖なるものを
食べてはならない、と命じた。食べてはならない、と命じた。2:64 2:64 全集団の合計全集団の合計
は四万二千三百六十名であった。は四万二千三百六十名であった。2:65 2:65 このほかにこのほかに、、
彼らの男女の奴隷が七千三百三十七名いた。また彼らの男女の奴隷が七千三百三十七名いた。また
彼らには男女の歌うたいが二百名いた。彼らには男女の歌うたいが二百名いた。2:66 2:66 彼ら彼ら
の馬は七百三十六頭。彼らの螺馬は二百四十五頭の馬は七百三十六頭。彼らの螺馬は二百四十五頭。。
2:67 2:67 彼らのらくだは四百三十五頭。ろばは六千七彼らのらくだは四百三十五頭。ろばは六千七
百二十頭であった。百二十頭であった。2:68 2:68 一族のかしらのある者た一族のかしらのある者た
ちは、エルサレムにある主の宮に着いたとき、そちは、エルサレムにある主の宮に着いたとき、そ
れをもとの所に建てるために、神の宮のために自れをもとの所に建てるために、神の宮のために自

分から進んでささげ物をした。分から進んでささげ物をした。2:69 2:69 すなわちすなわち、、
彼らは自分たちにできることとして工事の資彼らは自分たちにできることとして工事の資
金のために金六万一千ダリク、銀五千ミナ、金のために金六万一千ダリク、銀五千ミナ、
祭司の長服百着をささげた。祭司の長服百着をささげた。2:70 2:70 こうして、こうして、
祭司、レビ人、民のある者たち、歌うたい、祭司、レビ人、民のある者たち、歌うたい、
門衛、宮に仕えるしもべたちは、自分たちの門衛、宮に仕えるしもべたちは、自分たちの
もとの町々に住みつき、すべてのイスラエルもとの町々に住みつき、すべてのイスラエル
人は、自分たちのもとの町々に住みついた。人は、自分たちのもとの町々に住みついた。

　　捕囚として異国の地に住んでも、それが慣捕囚として異国の地に住んでも、それが慣
れてくると去りづらくなるものです。みここれてくると去りづらくなるものです。みここ
ろは別にあると知りつつ、今の生活を変えたろは別にあると知りつつ、今の生活を変えた
くないと人々もいたでしょう。しかし彼らはくないと人々もいたでしょう。しかし彼らは、、
神様が約束して与えてくださった地に住んで神様が約束して与えてくださった地に住んで、、
信仰を守ることとそのために神殿を再建する信仰を守ることとそのために神殿を再建する
という苦労を選びました。主はそのという苦労を選びました。主はその 11 人人 11 人を人を
覚えてくださいました。数万人の人名を記す覚えてくださいました。数万人の人名を記す
ことは不可能ですが、ことは不可能ですが、11 人人 11 人が数えられるほ人が数えられるほ
どに、主は大切に思ってくださるのです。どに、主は大切に思ってくださるのです。
　主のみこころのためにリスクを負うものを　主のみこころのためにリスクを負うものを、、
主は決して忘れないで、祝福の対象としてい主は決して忘れないで、祝福の対象としてい
てくださることを忘れないようにしましょうてくださることを忘れないようにしましょう。。
　家系や血統が明らかであるというのは、自　家系や血統が明らかであるというのは、自
分が神の民であるということです。この旧約分が神の民であるということです。この旧約
時代の救いは民族的なもので限定されていま時代の救いは民族的なもので限定されていま
したから、家系や血統ですが、今の新約時代したから、家系や血統ですが、今の新約時代
は主イエスを信じる信仰によって、神の民とは主イエスを信じる信仰によって、神の民と
されます。自分が何ものであるのか、神の民されます。自分が何ものであるのか、神の民
であるのかどうかが「見つからない」などいであるのかどうかが「見つからない」などい
うことがないように、神の国の歩みをしまうことがないように、神の国の歩みをしま
しょう。やがて神のときが来て、クリスチャしょう。やがて神のときが来て、クリスチャ
ンが召し出されるときに、「職を果たす資格ンが召し出されるときに、「職を果たす資格
がない」などということがないように、今あがない」などということがないように、今あ
ることの使命を忘れないようにしましょう。ることの使命を忘れないようにしましょう。
　　
①神のみこころは？①神のみこころは？
②どんな思いになりましたか？②どんな思いになりましたか？
③生き方にどう適用しますか？③生き方にどう適用しますか？
④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２日　土曜

　エズラ



　

　 3:1 イスラエル人は自分たちの町々にいた
が、第七の月が近づくと、民はいっせいにエ
ルサレムに集まって来た。
3:2 そこで、エホツァダクの子ヨシュアとそ
の兄弟の祭司たち、またシェアルティエルの
子ゼルバベルとその兄弟たちは、神の人モー
セの律法に書かれているとおり、全焼のいけ
にえをささげるために、こぞってイスラエル
の神の祭壇を築いた。
3:3 彼らは回りの国々の民を恐れていたので、
祭壇をもとの所に設けた。彼らはその上で主
に全焼のいけにえ、すなわち、朝ごと夕ごと
の全焼のいけにえをささげた。
3:4 彼らは、書かれているとおりに仮庵の祭
りを祝い、毎日の分として定められた数にし
たがって、日々の全焼のいけにえをささげた。
　3:5 その後、常供の全焼のいけにえと、新
月の祭りのいけにえと、主の例祭のすべての
聖なるささげ物、それからめいめいが喜んで
進んでささげるささげ物を主にささげた。
3:6 彼らは第七の月の第一日から全焼のいけ
にえを主にささげ始めたが、主の神殿の礎は
まだ据えられていなかった。
3:7 彼らは石切り工や木工には金を与え、シ
ドンとツロの人々には食べ物や飲み物や油を
与えた。それはペルシヤの王クロスが与えた
許可によって、レバノンから海路、ヤフォに
杉材を運ぶためであった。
　3:8 彼らがエルサレムにある神の宮のとこ
ろに着いた翌年の第二の月に、シェアルティ
エルの子ゼルバベルと、エホツァダクの子ヨ
シュアと、その他の兄弟たちの祭司とレビ人
たち、および捕囚からエルサレムに帰って来

たすべての人々は、主の宮の工事を指揮す
るために二十歳以上のレビ人を立てて工事
を始めた。
3:9 こうして、ユダヤ人ヨシュアと、その子、
その兄弟たち、カデミエルと、その子たち
は、一致して立ち、神の宮の工事をする者
を指揮した。レビ人ヘナダデの一族と、そ
の子、その兄弟たちもそうした。
　3:10 建築師たちが主の神殿の礎を据えた
とき、イスラエルの王ダビデの規定によっ
て主を賛美するために、祭服を着た祭司た
ちはラッパを持ち、アサフの子らのレビ人
たちはシンバルを持って出て来た。
3:11 そして、彼らは主を賛美し、感謝しな
がら、互いに、「主はいつくしみ深い。そ
の恵みはとこしえまでもイスラエルに。」
と歌い合った。こうして、主の宮の礎が据
えられたので、民はみな、主を賛美して大
声で喜び叫んだ。
3:12 しかし、祭司、レビ人、一族のかしら
たちのうち、最初の宮を見たことのある多
くの老人たちは、彼らの目の前でこの宮の
基が据えられたとき、大声をあげて泣いた。
一方、ほかの多くの人々は喜びにあふれて
声を張り上げた。
3:13 そのため、だれも喜びの叫び声と民の
泣き声とを区別することができなかった。
民が大声をあげて喜び叫んだので、その声
は遠い所まで聞こえた。 
　　
　イスラエル人は神殿再建に当たって、まず神を　イスラエル人は神殿再建に当たって、まず神を
礼拝しました。過去・現在・未来にわたって神様礼拝しました。過去・現在・未来にわたって神様
がことを行ってくださるのだからです。それもがことを行ってくださるのだからです。それも
「律法に書かれているとおりに」行いました。人「律法に書かれているとおりに」行いました。人
間の都合ではないからです。間の都合ではないからです。

　また「恐れ」があるからこそ、祭壇でいけ　また「恐れ」があるからこそ、祭壇でいけ
によって、神様への信仰をささげました。私によって、神様への信仰をささげました。私
たちも神の守りこそが安心であるという信仰たちも神の守りこそが安心であるという信仰
を実践しましょう。を実践しましょう。
　再建の喜びとともに、かつての滅びと新神　再建の喜びとともに、かつての滅びと新神
殿の規模の小ささで泣くものもありました。殿の規模の小ささで泣くものもありました。
現実は複雑なものですが、主のご計画に向現実は複雑なものですが、主のご計画に向
かって前進しましょう。　かって前進しましょう。　
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　４日曜

　エズラ
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